
Vol.11

朝晩はずいぶん涼しくなり、秋の深まりを感じる季節となりました。実りの秋、行事の多い
時期でもありますが、皆さまにおかれましては健やかにお過ごしのことと存じます。日頃は、
ひとかたならぬご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
このたびの6月の西尾市議会議員選挙では、皆さまの温かいご支援により、2期目の当選

を果たすことができました。心より感謝申し上げます。1期4年間の経験を生かし、より一層

地域の課題解決に取り組み、皆さまの期待に応える所存です。また、常任委員会の人事に
おいて経済建設委員長を拝命いたしました。大変な重責ではありますが、真摯に取組んで
まいります。今後とも変わらぬご指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
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7月20日日曜日にJA幡豆支店において、中村市長、

中根副議長をお迎えし、第4回市政報告会を開催いた

しました。私の1期4年間の活動報告と、2期目の挑戦

に対する思いなどをお伝えしました。地域の課題解決

に向け、その現場に足を運び取り組んでまいりました。

今後も皆様の声を市政に届け、住みよいまちづくりを

進めてまいります。

第4回市政報告会を開催しました。
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議会のご報告 9月定例会 一般質問

2025年

MOVIE
⻄ 尾 市 議 会 動 画
小林たかゆきの議会一般質問の
動画をご覧いただけます。

10月発行

総 括
9月定例会では、運転免許証
自主返納支援事業の支援の拡
充について一般質問の議題と
しました。

運転免許証を自主返納した方は、くるりんバスが無料に

なるなどの支援は75歳以上でないと受けられなかった

が、今回の一般質問では、年齢制限を撤廃することを

検討するとお約束をいただきました。

危機管理局長

運転免許証自主返納支援事業の支援の拡充について

運転免許証自主返納支援事業において、対象年齢を75歳以上としている現行制
度の過去3年間の実績はどのようか。

令和4年は468人、令和5年は457人、令和6年は467人です。このうち当事業の申
請された人数と割合は、令和4年は348人で74.4%、令和5年は367人で80.3%、令和
6年は343人で73.4%。

当事業を利用したい場合、どのような流れで運転免許自主返納支援事業にたどり
つけるか。

西尾警察署では、支援の対象者となる75歳以上の市民が自主返納の手続きをさ

れる際に、自主返納支援内容のチラシを渡して、コミュニティバス割引き乗車券交

付などの支援があることを伝えており、西尾警察署での返納手続きを終えたのち

に、必要であれば市役所で手続きいただくよう促している。

本市の現行での課題はどのようか。

支援対象が75歳以上の市民に限定されているため、75歳未満の市民が運転免許

証を返納しても支援をうけられないことが挙げられる。加齢による身体機能や認知

機能の低下のほか、75歳未満であっても健康上の問題や運転技術への不安を感

じる方もいるので、現行制度ではこれらの市民を取りこぼしてしまう課題がある。

対象年齢の引下げを求める声があると思うがどう考えているか。

運転免許証の自主返納による交通事故リスクの軽減を確実に実現するには、運
転に不安を抱えるすべての市民が適切な支援を受けられるよう検討する必要が
あると考える。

この際、年齢制限を撤廃し全年齢を対象にしないか。

運転免許証の自主返納は年齢に関わらず返納される方にとって非常に大きな決

断であります。交通安全への意識の高さや、その背景にある様々な個別事情が

存在することから、年齢を問わず自主返納に踏み切られる方々がいらっしゃる現

状を踏まえ、すべての自主返納者を支援の対象とする方向で検討する。

対象年齢の引下げをしないか。

市民の安全を守ることは市の重要な責務であり、運転能力が低下した市民が無

理に運転を続けることで交通事故リスクが増大する状況を未然に防ぐ必要があり、

幅広い市民に対して交通安全を図るべきであると考える。対象年齢の引下げにつ

いては、交通安全と事故防止の観点から、必要性の高い施策であり、前向きに検

討を進める。

危機管理局長

危機管理局長

危機管理局長

市長

危機管理局長

新聞に取り上
げられました！
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